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した 2 種類とした．使用した BC の総熱量と化学組成
を表 1 に示す．特に加炭材としての特性値は，総発熱
量約 20MJ/kg で炭素量(C)が約 50mass%である． 




使用した溶解原材料の化学組成を表 3 に示す． 






































ヒノキ BC の溶湯では C 量が 2.54%，茶葉滓 BC の溶























図 2 溶解時の様子 
 




















す．ヒノキBC の溶湯ではC 量が 2.85%，茶葉滓BC
の溶湯では C 量が 3.08%となり，目標組成の C 量であ























図 4 溶解時の様子 
 








(a) 溶解原材料 (b) BC 装入位置 
(a) 溶解開始直後 (b) 溶解開始 15分後 
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バイオコークスを添加する前の溶湯の炭素量を2.0%
とし，各種バイオコークスを加炭材として用いた場合，












































図 6 引張試験片寸法 
3.3 BC を利用して製造した鋳鉄の機械的性質 
 各材料を用い日本工業規格(JIS)に基づく引張試験片
14,15)を製作するための Y ブロックを製造した．製造し
た Y ブロックを図 5 に示す．また，使用した引張試験
片寸法を図 6 に示す． 
各材料の引張試験結果，ブルネル硬さ測定結果及び
JIS 規格(JIS G5501 JIS G5502)を表 6 に示す．各種バイ
オコークスで試作した試験片の機械的性質は，比較と





































図 7 製造した鋳鉄の組織観察結果 
 
(a) FC250 の引張試験片 
(b) FCD450 の引張試験片 
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音響計測によるコンクリート壁面高速診断システムの開発
（第 2 報） 
 


























































1 0 0 健全な供試体 
2 150 30 空隙の直径によ
る違い 3 200 30 
4 200 50 空隙の深さによ



















図 1 粒子衝突実験の模式図 
 
2.3 実験結果と考察 













図 2 空隙の直径と卓越周波数 
 
2.3.2 供試体中の空隙深さの影響  





















    
 ここで，Knは振動のモードによって異なる値を持つ








図 4 単純支持された円盤のたわみ振動 
 
次 に ,  𝐸 = 1.9 × 1010~3.6 × 1010 𝑁/𝑚2  , 𝑣 =
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2 150 30 4180 3654~5075 
3 200 30 2670 2055~2855 
4 200 50 3360 3425~4758 





















 粒子の落下開始地点は，供試体の真上 10cm とし，
最高点を供試体の真上 190cm とした．高さ 10cm ごと
に 19段階で粒子を落下させた．それぞれの高さで 5回
の試行を行い，平均振幅スペクトルを求めた． 








































 供試体の直上 1m から，落下粒子の個数を変化させ
て衝突音を計測した．粒子数は 10 個から始め，10 個
ずつ 100 個まで増やす実験を行った．それぞれの個数
で 5回の試行を行い，平均振幅スペクトルを求めた． 



































 図 9 は，ドライアイス・ペレット衝突実験の平均振
幅スペクトルである．落下粒子が単数の場合（青線と
緑線）でも複数の場合（赤線と水色線）でも，空隙の



































図 7 代表的な落下粒子数での平均振幅スペクトル 
図 8 落下粒子数と卓越周波数の音圧値 
 
図 9 ドライアイス・ペレットによる衝突実験 
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SiC/SiC ターゲット用新製造プロセスの検討 
 
朴 峻秀*1,香山 晃*1,岸本 弘立*1,中里 直史*1,神田 千智*1,早坂 大輔*1, 


























































維まで開発されている.SiC 繊維強度は 2GPa～3GPa 程




























































表 1 短繊維 SiC/SiC複合材料の製造条件及び物性 




[℃] [mm] [g/cm3] [MPa] 
SF1 1820 5 2.82 117 
SF2 1830 3~5 2.76 96 
SF3  10 2.87 135 
SF4 1840 3~5 2.88 99 














































図 2 短繊維プリプレグシート及び擬似HIPによるド   




























図 4 短繊維 SiC/SiC複合材料の密度・曲げ強度に 
及ぼすホットプレス温度の影響 
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図 5  異なる焼結温度で作製した短繊維 SiC/SiC複合材料の微細組織（繊維長さ~5mm） 
3.2 繊維長さの影響 













図 7 繊維長さの異なる短繊維 SiC/SiCの微細組織 
SF1 
1820℃, Fiber length 5mm











Loss of F/M interface
SF2 
1830℃, Fiber length 3~5mm
SF4 
1840℃, Fiber length 3~5mm
SF5 





























































1830℃, Fiber length 10mm
5μm
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3.3 擬似HIPによる短繊維 SiC/SiC複合材料の 
近似形状成型 






























(1) A. Kohyama, M. Singh, H.T. Lin and Y. Katoh Ed., Advanced 
SiC/SiC Ceramic Composites Ceramics Transactions 144, 
American Ceramic Society, 2002 
(2) Y. Katoh et al., Thermo-mechanical properties and 
microstructure of silicon carbide composites fabricated by 
nano-infiltrated transient eutectoid process, Fusion Engineering 
and Design 61-62, 2002, p723-731 
(3) A. Kohyama et al., Advanced SiC fibers and SiC/SiC 
composites toward industrialization, Journal of Nuclear 
Materials 417 (1-3), 2011, p340-343 
(4) J.S. Park et al., Efforts on large scale production of 
NITE-SiC/SiC composites, Journal of Nuclear Engineering 











- 15 - 
Ni-AlN 複合電析による Ni-Al 金属間化合物の作成 
 




















 従来の研究で，基材合金に Re-Cr 系拡散防止コーテ
ィング，さらにその上に Ni-Al をコーティングし，さら




















用いられた例はなかった 4) ． 
 一方，Liu らは Ni めっき浴に Al 粒子を分散させ電解




















た Al 粉末の直径が 3 µm と大きく，Ni-Al 間の拡散距
離が大きいためである．Ni3Al の生成を促進するにはよ
り微細な Al 粉末を用いれば良いが，微細 Al は粉塵爆
発の危険性が高く，工業的な利用は容易ではない． 
 そこで今回，Al より安定な微細 AlN 粉末を用い，Ni-
AlN 複合電析膜を得た後にこれを還元し，Ni3Al を作成
することを試みた． 
- 16 - 
2 実験概要 
 
2.1 AlN 粉末 
 AlN は２社から提供された粉末を用いた．A 社の粉
末は公称直径 1 µm で実際には Fig. 1(a)に示すように数
100 nm から数 µm の粒子が含まれている．形状は球形
に近いものが多いようであった．一方，B 社の粉末（Fig. 




Fig. 1 実験に使用した AlN 粉末の電子顕微鏡写真（(a)：
A 社から入手，(b)B 社から入手．） 
 
2.2 複合電析 




粉末を 5-20 g dm-3加え，マグネットスターラー撹はん





Table 1 Niめっき浴の組成 (mol L-1) 
グリシン浴 スルファミン酸浴 
NiCl2 6H2O 0.1 Ni(SO3NH2)2 4H2O 0.9 
グリシン 0.05-0.3 NiCl2 6H2O 0.18 
  H3BO3 0.65 




Ar-8 vol%H2 雰囲気に置換した電気炉中で 3 もしくは
70 hr 加熱し，Ni と AlN の拡散処理を行った．その際，
試料の酸化を防ぎ，AlN からの脱窒素を促進するため
に加熱前に系をガスで十分に置換し，また，試料近傍
には Ti 粒を配置した． 
2.4 膜の観察および分析 
 めっき膜の構造同定にはＸ線回折（XRD）を用いた．
管球は Cu，出力は 40 kV-50 mA,スリットは DS, SS, RS
がそれぞれ 1˚，1˚，0.4 mm で 0.02 deg.ごとのステップ
スキャンを行った．膜の平均組成の測定には蛍光Ｘ線
組成分析装置（XRF）を用いた．管球は Rh，出力は 30 
kV-1 mA，コリメーター3 mmφを用いた．膜の観察に







3.1 水溶液中における AlN 粉末の安定性とめっき浴 
の決定 
 Table 2は二種類のAlNを室温の各種水溶液に浸漬し








者の粉末は Al の代替として 3 µm より小さい粒子を用
いるという目的には適合しないため，以後の実験では
A 社の AlN 粒子を用いることとした．この粒子と Table 
1 に示した 2 種類のめっき浴を用いて複合電析実験を
試行したところ，グリシン浴を用いた場合には膜中に






Table 2 蒸留水およびめっき浴に浸漬した際の 




前 後 差 
A 社 
蒸留水 5.4 7.3 1.9 なし 
グリシン浴 5.0 4.9 -0.1 なし 
スルファミン酸浴 5.0 5.2 0.2 なし 
B 社 
蒸留水 5.6 10.9 1.9 NH3臭 
グリシン浴 5.0 4.9 -0.1 なし 
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Fig. 2 グリシン浴を用いた複合電析膜中の AlN 体積    
   含有率に対する(a)：上 ニッケル-グリシン比，     
     (b)：中 ニッケル濃度，(c)：下 浴中粉体濃度     
     の影響 










濃度 0.1 mol dm-3，グリシン濃度 0.2 mol dm-3，AlN 濃度
10 g dm-3が最適浴組成と決定した． 
 Fig. 3 はこれらの条件で目標 10 μm めっきした試料








Fig. 3 グリシン浴を用い，目標膜厚 10 µm めっきした 
   試料の断面形態（Ni 濃度 0.1 mol dm-3，グリシン 
   濃度 0.2 mol dm-3，AlN 濃度 10 g dm-3が，カソ  ー
   ド電流密度 1 A dm-2，a-c は上面，e-g は下面，d 
   および h は左右の面） 
 
3.3 Ni-Al 複合めっきステンレス鋼の熱処理 
 Fig.4 は前節で決定した浴および電解条件で SUS304
ステンレス鋼上に 10 μm 複合めっきを行い，さらにめ
っき試料をAr-8 vol% H2中 1000˚Cにおいて 3および 70 
h 焼鈍処理した試料の断面ミクロ組織および断面方向
元素分析結果を示す．  
 3 h 処理の場合，めっき膜には黒く見える AlN が残
存しており，Ni3Al 化反応および脱窒素反応はほとんど
進んでいないことがわかる．一方，3-17 µｍの範囲では
Fe, Ni の濃度勾配がみられ，これは Fe と Ni の相互拡
散が進行したことを示している．70 h の場合も Ni3Al 化
反応および脱窒素反応は認められず，一方 Fe，Ni，Cr
の相互拡散はさらに進行している．この結果より，AlN 
- 18 - 
 
 
Fig. 5 1000˚C で 3（上）, 70 h（下）熱処理した試料の 







直径 1 µm程度の微細なAlN 粉末を用いたNi-AlN複合
めっきと熱処理実験を行った結果，以下の結論を得た． 
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型 式 二径間連続非合成曲線鈑桁橋 
支 間 79 m（39.5 + 39.5 m） 
全 幅 9.2 m（0.6 × 2 + 4 × 2 m) 
竣 工 昭和 49年（1974年） 
 






































図 1 一般図および振動計配置図 
 
写真１ 大型車両による実験状況 













行後（V = 50 km/h）に測点 a で計測された 40 秒
間の加速度波形と，その加速度波形から得られた
フーリエ振幅を示している．なお，スペクトル解
析には 16,384 個のデータ（81.92 秒間）を使用し
た． 























図３ 加速度波形の一例とそのフーリエ振幅（V = 50 km/h) 
 
- 22 - 
間の振幅がほぼ対称のモード分布を呈している．
また，上下流側の振幅を比較すると上流側の方が
大きい．一方，曲げ 2 次の振動モード（b 図）と
曲げ 3 次振動モード（c 図）の場合には，側径間
において必ずしも対称性を満足していないことが
分かる．曲げ 2 次振動モードでは上流側では






























V = 30 km/h V = 40 km/h V = 50 km/h 設計条件 固定条件 
曲げ 1 次振動 
曲げ 2 次振動 


















(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード 
（f1 = 2.78 Hz）         （f2 = 4.37 Hz）          （f3 = 5.68 Hz） 
図４ 振動モード分布（V = 50 km/h） 
 


































(a) 曲げ 1 次振動モード      (b) 曲げ 2 次振動モード      (c) 曲げ 3 次振動モード 
（f1 = 2.31 Hz）         （f2 = 3.48 Hz）          （f3 = 4.44 Hz） 
図６ 固有振動解析から得られる振動モード分布（支承：設計条件） 
 















1) 西 弘明，佐藤 京，小室雅人，岸 徳光：供用後
73 年経過した旭橋の固有振動特性評価に関する一
考察，鋼構造年次論文報告集, 15, 269-276, 2007. 
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的・解析的研究，鋼構造年次論文報告集, 16, 317-324, 
2008. 
3) ABAQUS Analysis User's Manual, Ver. 6.13, Dassault 
Systèmes Simulia Corp. 















































の全 4 体である．試験体名の内，第 1 項目は施工・
養生環境 ( N : 無補強，A : 気中，W : 水中 ) を示
し，第 2 項目の数字は AFRP シートの繊維目付量 
(単位：g/m2 ) を示している．また，第 3 項目の英
字は水中硬化型接着樹脂の種類 (A : 水中硬化型 A，
B : 水中硬化型 B) を示している． 













圧着後 3 mm 程度になるように施工した． 
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容
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2.3 接着樹脂の性能比較 
表－3 ， 表－4 には，水中硬化型接着樹脂の性状
を一覧にして示した．本研究に用いた水中硬化型接
着樹脂は 2 種類であり，いずれも 2 種混合型のエ
ポキシ系接着樹脂である．本研究では水中での接着
に用いた水中硬化型接着樹脂の圧縮強度試験を行っ
た．圧縮強度試験に用いる供試体は JIS K 7181 に準
拠し，直径 φ = 25 mm，高さ H = 50 mm の円柱供試
体を作製した． 







耐力 Pu (kN) 
N 
気中 







W-A415-B 水中硬化型 B 
 
 











































を一覧にして示している．水中硬化型接着樹脂  A 
は弾性係数の平均値が 9.84 GPa 程度であるのに対
し，水中硬化型接着樹脂 B は 0.68 GPa 程度となっ
ており，圧縮強度よりも弾性係数に大きな違いがあ
ることが分かった． 


















で上縁コンクリートが圧壊し，変位が 50 mm 程度
表－3 水中硬化型樹脂 A 
項目 主剤 硬化剤 混合物 
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン  
外観 白色パテ状 暗灰色パテ状 灰色パテ状 
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1 
可使時間 30 分 (25 ℃) 
初期硬化 約 2 時間 
 
 表–4 水中硬化型樹脂 B 
項目 主剤 硬化剤 混合物 
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン  
外観 灰白色パテ状 暗緑色パテ状 灰色パテ状 
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1 
可使時間 30 分 ± 10 分 (23 ℃，500 g，水を付けて混合) 














































写真– 1 剥離直前のひび割れ性状 
 
図– 3 RC 梁試験体の荷重－変位関係の実験および計算結果の比較 





( MPa ) 
弾性係数 
( GPa ) 
水中硬化型 A 
1 79.8 10.3 
2 78.1 9.64 
3 77.8 9.61 
平均値 78.6 9.84 
水中硬化型 B 
1 47.6 0.77 
2 42.7 0.63 
3 40.5 0.63 
平均値 43.6 0.68 
 










































1) 三上 浩，岸 徳光，栗橋祐介：水中硬化型接着樹
脂と AFRP 版を用いて水中補強した RC 梁の静載
荷実験，コンクリート工学年次論文集，Vol.32，
pp.1327-1332，2010. 
2) 杉本成司，栗橋祐介，三上 浩，岸 徳光： AFRP 帯
 
図– 5 各変位時における AFRP シートのひずみ分布 
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リチウムイオン内包フラーレン誘導体の 
               生物活性に関する研究  
 





 C60フラーレン 1) は，直径約 1 ナノメートル （10 億









































































イリド 3 の合成を行った。ブロムエステル 1 とジメ
チルスルフィドとの反応により，チオイリド前駆体 2 
を 93%の高収率で得た．次に，化合物 2 を NaOH 水
溶液で処理することにより C60 フラーレンと連結させ















中，室温で 18 時間反応を行うことによりイリド 3 と









 得られたエステル 4 から糖鎖との連結が可能なア
ルコール 5 および酸塩化物 7 への誘導を検討した




そのため，エステル 4 をカルボン酸 6 へ誘導後，
LiAlH4を用いる 5 への還元反応を検討した．エステル 
4 からカルボン酸 6 への加水分解は，トリフルオロ酢
酸（TFA）を用いる酸性条件下で容易に進行し 97% の
高収率で目的のカルボン酸 6 を与えた．得られた 6 
のLiAlH4を用いる還元反応を検討した．しかしながら，
化合物 4 から 5 への誘導の試みと同様に反応は進行
せず，目的の 6 を得ることはできなかった．この結果
を考慮し，糖鎖と連結するための化合物として酸塩化
物 7 の合成を検討した．すなわち，化合物 7 と塩化
チオニルとの反応をジクロロメタン—ジオキサン還流




















 次に，得られた化合物 7 と糖鎖を連結させるための
予備実験として，7 とアミノアルコール 8 との反応を
検討した（Scheme 4）。その結果，化合物 7 と 8 との
反応をピリジン中，室温で 12時間行ったところ，目的
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【平成 27年度 プレ共同研究成果】 
 
 























































ずこの誘導体 iodoacetanilide (IAA, 1), とその 13C ラベ




その 13C ラベル体 
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 合成は以下の図のようにして行った。 
 




法を示す。タンパク質としては最初に bovine serum 
albumin (BSA), ovalbumin (OVA), -lactalbumin 
(LCA)という３種類の市販のタンパク質を選んだ。質
量分析は nano liquid 
chromatography/nanoelectrospray ionization ion 




図３ 我々の SRM法によるタンパク質の定量法 
 



















図 4 SRM法による市販タンパク質の定量結果 
A：bovine serum albumin (BSA), 
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  そこで，本研究では，室蘭市（第 2章）および函館
















2.1 室蘭市の Twitterデータの収集 
2.1.1 地域拠点ワードの設定 






設名 33 語，レベル 3 は室蘭市内の小型施設名 96 語で
あり，この他に，北海道道内の各市町村名を加え，計




















しては，レベル 1 が室蘭市の地区名，レベル 2 が市内
の大型施設，レベル 3が市内の小型施設となっている．




























1 東室蘭 3,696 地球岬 2,709 室蘭駅 2,384
2 母恋 2,052 室蘭港 2,707 東室蘭駅 1,839
3 絵鞆 1,257 白鳥大橋 1,899 水族館 626
4 東町 619 イタンキ 1,482 道の駅みたら 414
5 本輪西 280 測量山 1,083 母恋駅 409
6 栄町 272 トッカリショ 402 日本製鋼所 359
7 白鳥台 271 室蘭岳 269 栄高 355
8 日の出 264 大黒島 226 新日本製鐵 314
9 祝津町 241 金屏風 198 マスイチ 248
10 海岸町 240 鷲別岳 196 室蘭工業大 241
L1:地区名 L2:大型施設 L3:小型施設
























































































































































-8の場合は，2015 年に A が一定数のユーザー（10 人











































































































































土木計画学研究・講演集， Vol.50，論文番号 37，2014． 
(6) 谷口守，星野奈月，富永透見：自治体の観光資源に対す
る認識と SNS上の「話題」とのギャップ分析，土木計画
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ダイカスト鋳造用金型の長寿命化に関する研究 
 












































図 1 試験片形状 
 
 
図 2 加熱装置 
 
 

































においても 350 サイクルでき裂が発生した．400 サイ
クル終了時の表面状態を図 4 に示す．DH31 の切欠き
底表面付近では細かなき裂が多数発生していた．また，















   
 SKD61 SKD61+SP DH31 










0 25 50 100 150 200 250 300 350 400 600
SKD61_R=1.0(1) ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―
SKD61_R=1.0(2) ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ● ―
SKD61_R=1.0(3) ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ―
SKD61_R=1.0(4) ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ● ―
SKD61_R=1.0(5) ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ―
SKD61+SP_R=1.0(1) ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―
SKD61+SP_R=1.0(2) ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○ ● ―
SKD61+SP_R=1.0(3) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ― ―
SKD61+SP_R=1.0(4) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ● ―
SKD61+SP_R=1.0(5) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ● ―
DH31_R=1.0(1) ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―
DH31_R=1.0(2) ○ ― ― ― ― ― ― ● ● ● ―
DH31_R=1.0(3) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ― ―
DH31_R=1.0(4) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ● ―
DH31_R=1.0(5) ○ ― ― ― ― ― ― ― ● ● ―
観察したサイクル数










図 5 残留圧縮応力に及ぼすき裂発生の影響 
 
 























































を想定し，全長 3,500mm，二重鋼管の長さ 3,000mm と
した．試験体 Nb，Mb では本体鋼管とコンクリート間
のずれ止めを目的として，リング状に加工した丸鋼φ
13mm を鋼管内部に 300mm 間隔で溶接した．なお，円








は 100kN ピッチで 5 段階 6 サイクルの 1 方向多サイク
ル方式で杭体部の短期許容荷重を上回る 3,000kN を負
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2.2  試験結果および考察 
2.2.1 圧縮試験 





















ける荷重－変位関係を図 4 に示す．Ma，Mb ともに正
負加力の差は小さく，200kN 付近から剛性は低下して
いる．ずれ止めの有無に着目すると，Mb は Ma よりも
変位が小さい． 
 各荷重階における本体と外殻鋼管の軸方向のひずみ






 固定端近傍 z=0.3m での外殻鋼管のひずみ（正方向載
荷時）から求めた M-φ関係を図 6 に示す．両試験体と
も中詰めコンクリートの効果が窺えるが，ずれ止めを
有する Mb の方が変形性能はやや優れる． 
 
表 1 試験体の諸元およびコンクリートの基本物性 
試験体 試験種別 ずれ止め 










圧縮強度 fc 引張強度 ft 静弾性係数 









16 27 15 
31.9 3.2 
--- Nb 有り 38.8 3.7 
Ma 
曲げ 
無し 35.0 4.3 
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3 数値解析 
 
 前節の曲げ試験を対象とした FEM 解析を行った． 
 
3.1 解析方法 
FEM には汎用解析ソフト Soil Plus を用いて静的非








て，鋼管は Von Mises，コンクリートは D-min 法を適用
した（図 7(c), (d) ）．また，鋼管とコンクリートの境界
は，別途実施した長さ 0.3m の二重鋼管の押し抜き付着
強度試験の結果を基にクーロン摩擦でモデル化（図7(e)）




3.2.1 載荷試験と FEM 解析との比較 
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3.2.3 中詰め二重鋼管のＭ-φ関係 
図11に二重管下部での曲げモーメントM－曲率φ関





LHMExp   (1) 
socsiAna MMMM   (2) 
),,(,,, socsidAxM ii
A
i     　　　  (3) 
Msi, Mc, Mso：本体鋼管(si), コンクリート (c)および外







制を反映して，Mb は Ma よりも曲率の増分が小さい．
一方，中立軸はコンクリートの引張降伏に伴い圧縮側
に移動するが，中立軸比 x0/D0は Ma，Mb ともに大き













































































































































































































 【日  時】平成 27年 10月 29 日(木) 14：00 ～ 19：15  















        国立大学法人 室蘭工業大学長 空閑 良壽 
● 講演１[製造] 国内の水素市場と北海道における水素動向(40分講演) 
講  師 エア・ウォーター株式会社 産業カンパニー 産業ガス関連事業部 




● 講演２[貯蔵] 材料における水素利活用と水素貯蔵技術 －金属工学の視点から－(40分講演) 




● 講演３[輸送] 水素社会と技術革新 －水素パイプライン輸送の課題と展望－(40分講演) 
   講 師 日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング株式会社 
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● 講演４[利用] スマートコミュニティを支えるエネルギーマネジメント(40分講演)  
講 師 清水建設株式会社 技術研究所 エネルギー技術センター 主任研究員   














・室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 ・(公財)室蘭テクノセンター 
・産学交流プラザ「創造」 
後  援：北海道胆振総合振興局，室蘭市，登別市，伊達市，室蘭商工会議所，登別商工会議所， 
伊達商工会議所，室蘭信用金庫，伊達信用金庫，北洋銀行，北海道銀行，日本政策金融公庫， 
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平成27年度 共同研究等事業実績 
 
共同研究プロジェクト(客員教授プロジェクト研究)                     ※研究代表者 





教 授 清水 一道 
近畿大学 
理工学部 機械工学科  





    教 授 板倉 賢一 
(株)メイセイ・エンジニアリング 
 技術部調査課 





    准教授 朴  峻秀 
OASIS      機構長  香山    晃 
もの創造系領域 
准教授 岸本 弘立 
助 教 中里 直史 
学術研究員 神田 千智 
学術研究員 早坂 大輔  
大阪大学 
 素粒子物理学実験研究グループ 







    教 授 佐伯  功 
(株)ディ・ビー・シー・システム 
研究所  







准教授 後藤 芳彦 
准教授 川村 志麻 
(有)ネオサイエンス 






准教授 小室 雅人 
講 師 栗橋 祐介 
(株)構研エンジニアリング 






講 師 栗橋 祐介 
准教授 小室 雅人 
三井住友建設(株) 
技術開発センター 
       三上  浩 
8 
リチウムイオン内包フラーレン
誘導体の生物活性に関する研究 ※くらし環境系領域  
教 授 中野 博人 
イデア・インターナショナル(株) 
代表取締役 笠間 泰彦 
東北大学 大学院 理学研究所 
准教授 權  垠相 
 
民間等との共同研究 
NO 大学側研究代表者 件数 
1 もの創造系領域    教 授 清水 一道 12 
2 くらし環境系領域    准教授 小室 雅人 5 
3 もの創造系領域      教 授 世利 修美 4 
4 
地域共同研究開発センター 
                准教授 片石 温美 
4 
5 もの創造系領域     准教授 境  昌宏 3 
6 もの創造系領域    教 授 相津 佳永 2 
7 もの創造系領域    講 師 長船 康裕 2 
8 もの創造系領域    教 授 風間 俊治 2 
9 もの創造系領域    教 授 花島 直彦 2 
10 
航空宇宙機システム研究センター 
                     教 授 東野 和幸 
2 
11 しくみ情報系領域    准教授 梶原 秀一 2 
12 しくみ情報系領域    教 授 岸上 順一 2 
13 もの創造系領域      教 授 亀川 厚則 2 
14 くらし環境系領域   講 師 栗橋 祐介 2 
15 くらし環境系領域   教 授  濱  幸雄 2 
16 くらし環境系領域   教 授 溝口 光男 2 
17 もの創造系領域    教 授 今井 良二 1 
18 くらし環境系領域   教 授 大平 勇一 1 
19 もの創造系領域    教 授 岸本 弘立 1 
20 くらし環境系領域   助 教 崔  亨吉 1 
21 もの創造系領域    教 授 佐伯  功 1 
22 くらし環境系領域    准教授 徳樂 清孝 1 
23 くらし環境系領域   助 教 永井  宏 1 
24 しくみ情報系領域   教 授 永野 宏治 1 
25 くらし環境系領域   教 授 庭山 聡美 1 
26 しくみ情報系領域   教 授 福田  永 1 
27 もの創造系領域    講 師 松本 大樹 1 
28 くらし環境系領域   助 教 馬渡 康輝 1 
29 しくみ情報系領域    准教授 渡邊 浩太 1 
30 もの創造系領域    教 授 河合 秀樹 1 
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31 もの創造系領域    助 教 河内 邦夫 1 
32 
OASIS(環境・エネルギーシステム材料研究機構) 
特任教授 香山  晃 
1 
33 もの創造系領域    教 授 斎藤 英之 1 
34 くらし環境系領域    准教授 山中 真也 1 
35 くらし環境系領域    准教授 菅田 紀之 1 
36 しくみ情報系領域    准教授 倉重健太郎 1 
37 しくみ情報系領域      教授 板倉 賢一 1 
38 もの創造系領域      教授 樋口  健 1 
39 
OASIS(環境・エネルギーシステム材料研究機構) 




NO 大学側研究代表者 件数 
1 
OASIS(環境・エネルギーシステム材料研究機構)  
特任教授 香山  晃 
3 
2 もの創造系領域      教 授 清水 一道 3 
3 もの創造系領域    教 授 平井 伸治 2 
4 くらし環境系領域   准教授 吉田 英樹 2 
5 しくみ情報系領域   教 授 塩谷 浩之 2 
6 もの創造系領域    教 授 樋口  健 2 
7 もの創造系領域      教 授 相津 佳永 1 
8 くらし環境系領域    教 授 上道 芳夫 1 
9 もの創造系領域      教 授 亀川 厚則 1 
10 もの創造系領域      教 授 河合 秀樹 1 
11 もの創造系領域      助 教 河内 邦夫 1 
12 しくみ情報系領域    教 授 佐藤 孝紀 1 
13 
くらし環境系領域    教 授  
チャン ヨンチョル 
1 
14 くらし環境系領域   教 授 中津川 誠 1 
15 くらし環境系領域   教 授 濱  幸雄 1 
16 もの創造系領域    教 授 藤木 裕行 1 
17 もの創造系領域    講 師 松本 大樹 1 
18 くらし環境系領域   准教授 山中 真也 1 
19 くらし環境系領域   准教授 徳樂 清孝 1 
プレ共同研究                                                             ※研究代表者 





   教 授 庭山 聡美 
和光純薬工業(株) 臨床検査薬事業
部 臨床検査薬開発本部 
主任研究員 黒野  定 
 臨床検査薬開発本部 






助 教 浅田 拓海 
ＨＲＳ(株) 
代表取締役社長  鈴木 哲夫 





講 師 長船 康裕 
ホクダイ(株) 






       助 教 永井  宏 
千代田工営(株)  技術開発部  
取締役 部長 篠原 敏雄 




申請教員：しくみ情報系領域 教授 青柳 学 
展示会名：TECNO-FRONTIER2015 第24回モーションエンジニアリング展 
開催場所：幕張メッセ 4 ～ 8 ホール(〒261-0023 千葉市美浜区中瀬2-1) 









    (パイプ内外に形成した強力音場による微小物体の保持・搬送の実演) 
  4.ジャイロモーメント・モータのアミューズメント・トイへの応用 
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（振動を伴う回転動作により発生する錯視現象を体験） 
 さらに，小間の間仕切り板に展示に関係する 5 枚のポスターを掲示して、来場者の目を
引くようにするとともに、展示物の説明に用いた。 






興味を持って頂き，本学の研究シーズを face to face で広く紹介することができた。よ
って、本展示の目的は十分に達成された。 
②出展研究シーズ名：北洋ものづくりテクノフェア2015 
申請教員：ひと文化系領域 准教授 上村浩信 
 展示会名：共同研究発掘フェア in 北洋ものづくりテクノフェア2015 
 開催場所：アクセスサッポロ メイン会場 2階 レセプションホール(札幌市) 
 開催期間：平成27年7月23日(木) 10：00～17：00 
 入場者数：4,400名 










                  今回の展示、実演、発表については初めての試みであった。 
③出展研究シーズ名：シソが認知症を予防しそう！ 
〜 抗アルツハイマー剤の新規微量探索システム 〜 
 申請教員：くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝 
 展示会名：イノベーション・ジャパン2015 ～ 大学見本市＆ビジネスマッチング ～ 
 開催場所：東京ビッグサイト 東京都江東区有明3-11-1(東京都) 
 開催期間：平成27年8月27日(木) 9：30 ～ 17：30 、28日(金) 10：00 ～ 17：00 
 入場者数：20,662名 
  出展状況：パネル展示、サンプル展示、プレゼン 
技術相談 
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「民間等との共同研究」及び「受託研究」の件数と研究経費の推移 
  Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 
共同研究金額(千円)          121,628 108,559 90,961 90,817 63,202 58,084 71,551 
受託研究金額(千円) 198,380 90,219 65,243 78,841 147,472 261,349 196,839 
合計金額(千円) 320,008 198,778 156,204 169,658 210,674 319,433 268,390 
共同研究件数 80 70 70 67 61 70 73 
受託研究件数 39 29 27 20 19 22 27 
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平成 27年度 事業活動 
 























































(2)北海道立総合研究機構 工業試験場 成果発表会 
(3)北海道医療福祉産業研究会(3回) 
8.広報(74頁) 
(1)定期刊行物(平成 28年 3 月)(2件) 
(2)学内講義棟での展示(16名/2ヶ月) 
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1. 研究の活性化、共同研究の推進(16 件) 
(1)平成 27年度プレ共同研究(審査)(4件) 
①中詰め二重管方式による回転貫入鋼管杭の水平抵抗機構に関する研究(9:00 ～ 10:00) 
くらし環境系領域 助教 永井  宏 
②BIM による地域ソーシャルデータの空間的可視化・管理システムの開発(10:00 ～ 11:00) 
くらし環境系領域 助教 浅田 拓海 
③タンパク質・ペプチドの定量分析法の開発(11:00 ～ 12:00) 
しくみ情報系領域 教授 庭山 聡美 
④ダイカスト鋳造用金型の長寿命化に関する研究(14:00 ～ 15:00) 
もの創造系領域 講師 長船 康裕 
日  時：平成 27年 8月 31日(月)  
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
  (2)平成 28年度共同研究プロジェクト(審査)(4 件) 
①加速器材料としての SiC/SiC の可能性の探索(9:00 ～ 10:00) 
もの創造系領域 准教授 朴  峻秀 
②積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究(10:00 ～ 11:00) 
くらし環境系領域 准教授 小室 雅人 
③有機繊維シートを用いた既設鋼構造物の補修・補強工法の開発に関する実験的研究 
(11:00 ～ 12:00) 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
④大型建設機械バルブボディ用強度化厚肉鋳物の研究開発(14:00 ～ 15:00) 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 28年 2月 29日(月)  
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室  
(3)研究協力会役員会および総会 
【議  題】 
１．平成 26 年度活動・決算報告 
２．平成 27 年度事業計画(案)、予算(案)等を協議 
【報 告】 
  演 題：地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COCプラス)について 
地域共同研究開発センター  センター長・特任教授 那須  守 
【特別講演】 
演 題：地域に貢献できるロボット技術について考える 
もの創造系領域 教授 花島 直彦 
【情報交換会】 
日  時：平成27年7月8日(水) 14:00 ～ 19:00  
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：46名 
 (4)(株)電制との共同研究会議(6回) 
①日  時：平成 27 年 5月 21 日(木) 14:00 ～ 15:30 
②日  時：平成 27 年 8月 4 日(火) 15:00 ～ 16:40 
③日  時：平成 27 年 10月 8 日(木) 15:00 ～ 16:40 
④日  時：平成 27 年 12月 14 日(月) 10:30 ～ 12:30 
⑤日  時：平成 28 年 2月 8 日(月) 15:00 ～ 17:00 
⑥日  時：平成 28 年 3月 28 日(月) 15:00 ～ 16:30 
参加者：6 ～ 9 名(相津先生 他) 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
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 (5)(株)北央技研との共同研究会議(6回) 
①日  時：平成 27 年 4月 3 日(金) 10:30 ～ 11:30 
②日  時：平成 27 年 5月 22 日(金) 14:00 ～ 15:00 
場  所：室蘭工業大学 B312 
参加者：3 ～ 4 名(花島先生 他) 
③日  時：平成 27 年 5月 26 日(火) 13:30 ～ 15:30 
場  所：(株)北央技研事務所 
参加者：4名(吉田社長 他) 
④日  時：平成 27 年 6月 26 日(金) 13:00 ～ 14:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：3名(花島先生 他) 
⑤日  時：平成 27 年 7月 30 日(木) 14:30 ～ 15:30 
場  所：(株)北央技研事務所 
参加者：2名(吉田社長 他) 
⑥日  時：平成 27 年 8月 3 日(月) 10:00 ～ 10:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：3名(花島先生 他) 
 (6)札幌医大との共同研究会議(2回) 
①日  時：平成 27 年 5月 25 日(月) 15:00 ～ 17:30 
②日  時：平成 27 年 9月 7 日(月) 15:00 ～ 17:30 
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市)  
参加者：5名 
 (7)創作工房せきね塩製造打合せ(6 回) 
①日  時：平成 27 年 4月 9 日(木) 10:00 ～ 12:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
②日  時：平成 27 年 5月 7 日(木) 10:00 ～ 12:00 
③日  時：平成 27 年 6月 9 日(火) 10:00 ～ 12:00  
④日  時：平成 27 年 7月 1 日(水) 10:00 ～ 12:00  
⑤日  時：平成 27 年 8月 20 日(木) 10:00 ～ 12:00 
⑥日  時：平成 27 年 10月 22 日(木) 10:00 ～ 12:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：5 ～ 8 名(桃野先生、山中先生 他) 
(8)東亜製薬(株)との共同研究会議(4回) 
①日  時：平成 27 年 5月 8 日(金) 10:00 ～ 12:00 
②日  時：平成 27 年 7月 29 日(木) 10:00 ～ 12:00 
③日  時：平成 27 年 8月 27 日(木) 10:00 ～ 12:00 
④日  時：平成 28 年 3月 15 日(火) 10:00 ～ 12:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：3 ～ 7 名(那須先生、石坂コーディネーター 他) 
(9)(株)メイセイエンジニアリングとの共同研究会議(18回) 
①日  時：平成 27 年 5月 12 日(火) 11:00 ～ 12:00 
②日  時：平成 27 年 6月 9 日(火) 11:00 ～ 12:00 
③日  時：平成 27 年 7月 16 日(木) 11:00 ～ 12:00 
④日  時：平成 27 年 8月 27 日(木) 11:00 ～ 12:00 
⑤日  時：平成 27 年 8月 31 日(月) 11:00 ～ 12:00 
⑥日  時：平成 27 年 9月 24 日(木) 11:00 ～ 12:00 
⑦日  時：平成 27 年 10月 30 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑧日  時：平成 27 年 11月 6 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑨日  時：平成 27 年 11月 24 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑩日  時：平成 27 年 12月 4 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑪日  時：平成 27 年 12月 11 日(金) 11:00 ～ 12:00 
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⑫日  時：平成 27 年 12月 18 日(火) 11:00 ～ 12:00 
⑬日  時：平成 28 年 1月 8 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑭日  時：平成 28 年 1月 15 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑮日  時：平成 28 年 1月 22 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑯日  時：平成 28 年 1月 29 日(金) 11:00 ～ 12:00 
⑰日  時：平成 28 年 2月 4 日(木) 11:00 ～ 12:00 
⑱日  時：平成 28 年 2月 10 日(水) 11:00 ～ 12:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：3 ～ 5 名(板倉先生 他) 
(10)(株)郷葉との共同研究会議(8回) 
①日  時：平成 27 年 4月 9 日(木) 14:00 ～ 15:30 
②日  時：平成 27 年 5月 13 日(水) 13:00 ～ 15:00 
③日  時：平成 27 年 5月 27 日(水) 13:00 ～ 14:30 
④日  時：平成 27 年 6月 29 日(月) 15:00 ～ 16:40 
⑤日  時：平成 27 年 7月 23 日(木) 15:00 ～ 17:00 
⑥日  時：平成 27 年 9月 10 日(木) 10:00 ～ 11:10 
⑦日  時：平成 27 年 11月 5 日(木) 13:00 ～ 15:00 
⑧日  時：平成 27 年 12月 10 日(木) 10:00 ～ 11:30 
場  所：室蘭工業大学 D324 
参加者：6 ～ 8 名(溝口、永井先生 他) 
 (11)ＨＲＳ(株)との共同研究会議(2回) 
①日  時：平成 27 年 9月 24 日(木) 14:00 ～ 16:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
②日  時：平成 27 年 10月 21 日(水) 14:00 ～ 15:30 
場  所：室蘭工業大学 土木小会議室 
参加者：6 ～ 8 名(有村先生、浅田先生、那須先生 他) 
(12)(株)阿部産業との共同研究会議(10 回) 
①日  時：平成 27 年 4月 10 日(金) 10:00 ～ 12:00 
②日  時：平成 27 年 5月 18 日(月) 16:30 ～ 17:30 
③日  時：平成 27 年 6月 1 日(月) 15:00 ～ 16:30 
④日  時：平成 27 年 6月 12 日(金) 15:30 ～ 16:30 
場  所：室蘭工業大学 U206 
参加者：5名(徳樂先生 他) 
⑤日  時：平成 27 年 6月 23 日(火) 10:00 ～ 11:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：4名(センター長 他) 
⑥日  時：平成 27 年 7月 9 日(木) 16:30 ～ 17:30 
⑦日  時：平成 27 年 7月 23 日(木) 16:00 ～ 17:30 
⑧日  時：平成 27 年 8月 10 日(月) 11:00 ～ 11:30 
⑨日  時：平成 27 年 8月 19 日(水) 15:30 ～ 17:00 
⑩日  時：平成 27 年 9月 1 日(火) 16:30 ～ 18:00 
場  所：室蘭工業大学 U206 
参加者：4 ～ 7 名(徳樂先生 他) 
(13)清水建設(株)・京大・室工大共同研究 事前打ち合わせ 
日  時：平成27年11月19日(木) 9:00 ～ 12:00 
場  所：清水建設(株) 技術研究所(東京都) 
参加者：11名 
(14)千代田商事(株)との共同研究会議(2回) 
  ①日  時：平成27年11月27日(金) 13:00 ～ 17:30 
場  所：千代田商事(株)(東京都) 
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  ②日  時：平成28年3月29日(火) 13:00 ～ 15:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：9 ～ 8 名 
(15)第 27回国立大学法人 共同研究センター長等会議 
日  時：平成27年9月17日(木) 13:30 ～ 20:00、18日(金) 9:30 ～ 12:00 






①日  時：平成27年6月12日(金) 14:00 ～ 16:00 






しくみ情報系領域 准教授 梶原 秀一 
②「ニオイ情報による携帯型ニオイセンシングシステムの開発」 





日  時：平成27年7月23日(木) 13:00 ～ 17:00  
場  所：アクセスサッポロ(札幌市) 
参加者：約 4,400名 参加企業：209社・団体 
 (4)JST「北海道地域３大学１高専１公設試 新技術説明会」(関係分)(2件) 
①「高純度なIGZOを安価で簡単に製作する方法」 
室蘭工業大学  大学院工学研究科  もの創造系領域 教授 世利 修美 
「貝殻ナノパウダー ～環境浄化剤としての再生～ 」 
室蘭工業大学  大学院工学研究科  環境創生工学系専攻 准教授 山中 真也 
日  時：平成28年1月19日(火) 13:00 ～ 16:00  
参加者：239 名 
②「家畜伝染病予防のための待ち受け消毒用着色粒状散布剤」 
室蘭工業大学  大学院工学研究科  環境創生工学系専攻 准教授 徳樂 清孝 
日  時：平成28年3月8日(火) 10:00 ～ 15:25 
参加者：101 名 
場  所：JST 東京本部別館１Ｆ(東京都市ヶ谷) 
  (5)センター来訪者(3件) 
①日  時：平成27年8月31日(月) 13:00 ～ 14:00 
企業名：北海道中小企業総合支援センター(北海道中小企業応援ファンドの説明) 
参加者：4名 
  ②日  時：平成27年9月8日(火) 13:00 ～ 15:00 
企業名：(株)日比野メッキ 
参加者：4名 
  ③日  時：平成27年9月29日(火) 13:00 ～ 15:00 
企業名：(医) 五紀会 室蘭太平洋病院、(株)ＬＡＮ 
参加者：5名 
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①第 1回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「企業はなぜ５Ｓ・改善を行うのか？」  
北海道機会工業会  技術アドバイザー 堀口  敬                




(株)三好製作所  専務取締役兼務室蘭工場長 川村 佳敬 
日  時：平成27年7月13日(月)  10:25 ～ 11:55 
参加者：61名 
③第 3回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「“ものづくりは人づくり” 志と技術経営」  
興和工業(株) 代表取締役 鈴木 高士 
日  時：平成27年7月23日(木)  10:25 ～ 11:55 
参加者：66名  
④第 4回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「ものづくりの志と技術経営」 
(株)ダイナックス 開発本部長 小川  真 
日  時：平成27年7月27日(月) 10:25 ～ 11:55  
参加者：68名 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
場  所：室蘭工業大学 N301 講義室 
(2)スーパー連携大学院室蘭フォーラム  
【主催者挨拶】                       室蘭工業大学  学長 空閑 良壽 
【講演】  
スーパー連携大学院と大学院改組編成に関する講演 
    室蘭工業大学 理事(学術担当)・副学長 松田 瑞史 
【基調講演】  
地域産業の活性化と、人材育成について 
    王子製紙(株)  苫小牧工場 研究技術部長 猪股 哲哉 
石炭地下ガス化(ＵＣＧ)プロセスの開発 
    室蘭工業大学 しくみ情報系領域 教授 板倉 賢一 
【パネルディスカッション】  
【情報交換会】 
日  時：平成28年3月18日(金) 16:30 ～ 17:30  
参加者：102 名 
(3)胆振次世代革新塾 ～「組織」で今、何が問題か？～ 
「組織」の根本的な問題を「自ら」解決する力を鍛える！！(9 回)  
①胆振次世代革新セミナー 
日  時：平成 27年 4月 10日(金) 15：00 ～ 16：30 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：14名 
②テーマ：「問題解決力 スキルアップ(問題分析力、原因分析力)」 
    テーマⅠ：「組織を動かす見えない文化」    
法政大学  地域研究センター 客員研究員 中島 ゆき 
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【情報交換会】 
日  時：平成 27年 9月 10日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：28名 
③テーマ：「問題解決力 スキルアップ（問題分析力、原因分析力）」 
テーマⅠ：「経営戦略と組織開発の基礎「腐らない組織にするために」        
元花王役員/元法政大学 教授 北原 正敏 
日  時：平成 27年 9月 15日(火) 19：00 ～ 21：00 
参加者：28名 
④テーマ：「問題解決力 スキルアップ(問題分析力、原因分析力)」 
テーマⅠ：「グループワーク ①」    
ファシリテーション 客員研究員 中島 ゆき 
日  時：平成 27年 9月 30日(水) 19：00 ～ 21：00 
参加者：26名 
⑤テーマ：「問題解決力 スキルアップ(決定力析力)」 
テーマⅠ：意志決定論「人の行動は何で決定されるか」        
崇城大学 教授 永松 俊雄 
日  時：平成 27年 10 月 15 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：29名 
⑥テーマ：「問題解決力 スキルアップ(決定力析力)」 
テーマⅠ：「グループワーク ②」    
崇城大学 教授 永松 俊雄 
日  時：平成 27年 10 月 29 日(水) 19：00 ～ 21：00 
参加者：27名 
⑦テーマ：「問題解決力 スキルアップ(実現分析力)」 
テーマⅠ：リーダーシップ開発論の基礎「リーダーたちは、今、なにをすべきか」        
元花王役員/元法政大学 教授 北原 正敏 
日  時：平成 27年 11 月 10 日(火) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24名 
⑧テーマ：「問題解決力 スキルアップ(実現分析力)」 
テーマⅠ：事例研究「わが社の人材育成、社内改善」現場で起きるリアルな問題を考えよう   
日  時：平成 27年 11 月 26 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：26名 
⑨テーマ：「問題解決力 スキルアップ(実現分析力)」 
テーマⅠ：「グループワーク③＆発表会」        
ファシリテーション 客員研究員 中島 ゆき 
【情報交換会】 
日  時：平成 27年 12 月 3日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：27名 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
主  催：『ものづくり企業活性化チーム 学・官・金 室蘭』 
     構成 室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ： 室蘭市 経済部 産業振興課 
                (公財)室蘭テクノセンター             ： 室蘭信用金庫 
4.セミナー、研修会、交流会の開催(5件) 
(1)CRDセミナー(2 件) 
①第 1回 CRDセミナー 
開会挨拶：  室蘭工業大学 地域共同研究開発センター長 
特任教授 那須   守 
テーマⅠ：「地域連携とものづくり・ひとづくり」 
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もの創造系領域 教授 清水 一道 
【情報交換会】  
主  催：室蘭工業大学 同窓会小樽支部 
日  時：平成27年10月31日(土) 17:00 ～ 21:15  
場  所：ニュー三幸(小樽市) 
参加者：42名 
②苫小牧地域産学官金連携セミナー2015｢ものづくりと環境｣(第 2回 CRDセミナー) 
テーマⅠ：「寒冷地対応未来型エネルギーハウスについて」 
苫小牧工業高等専門学校 機械工学科 教授 菊地 和重 
テーマⅡ：「ものづくり技術による地域創生 ～ 室蘭におけるシップリサイクル事業 ～」 
室蘭工業大学  ものづくり基盤センター長・もの創造系領域 教授 清水 一道 
主  催：苫小牧地域ものづくり産業振興のための産学官金連携実行委員会 
後 援：苫小牧市、苫小牧市教育委員会、室蘭工業大 学地域共同研究開発センター 研究協力会 
        苫小牧工業高等専門学校 協力会 
日 時：平成 28年 1月 25日(金) 15:00 ～ 17:00 





もの創造系領域 教授 花島 直彦 
テーマⅡ：最新のハンドリングロボットとその応用 
ファナック(株)  ロボット事業本部  ロボット研究所 技師長 滝澤 克俊 
テーマⅢ：工業試験場におけるロボット開発事例の紹介 
北海道立総合研究機構  工業試験場 情報システム部 研究主任 浦池 隆文 
主  催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
(一社)北海道機械工業会(自動車プレス部会、機械製缶部会、札幌支部)） 
後 援：北海道プレス加工研究会、(公社)精密工学会 北海道支部、(一社)日本機械学会 北海 
道支部、(公社)日本鋳造工学会 北海道支部、(地独)北海道立総合研究機構 工業試験 
場、室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会、異業種交流プラザ“創造” 
日  時：平成 27年 1月 13日(水) 13:00 ～ 16:30 
場  所：京王プラザホテル札幌 2階 ローズ 札幌市中央区北 5 西 7―2－1(札幌市) 
参加者：82名 
 (3)第 27回フロンティア技術検討会 
総合テーマ：「水素社会と技術革新」 
テーマⅠ：「国内の水素市場と北海道における水素動向」 
エア・ウォーター(株) 産業カンパニー 産業ガス関連事業部 
エアガス部(札幌) 担当部長 高橋 宏史 
テーマⅡ：「材料における水素利活用と水素貯蔵技術―金属工学の視点から―」 
もの創造系領域 教授 亀川 厚則 
テーマⅢ：「水素社会と技術革新―水素パイプライン輸送の課題と展望―」 
日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング(株)  
フロンティアマーケット部 ゼネラルマネジャー 牧野 弘二 
テーマⅣ：「スマートコミュニティを支えるエネルギーマネジメント」 
清水建設(株) 技術研究所 エネルギー技術センター 主任研究員 森野 仁夫 
【産･学･官交流会】 
主 催：室蘭地域産学官連携事業実行委員会 
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委員会構成 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
  (公財)室蘭テクノセンター、産学交流プラザ「創造」 




日  時：平成 27年 10 月 29 日(木) 14:00 ～ 19:15  
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
  参加者：96名 
(4)第 8回道内電気計装エンジニアリング研修会 
【講 演】 
先端技術紹介(10:45 ～ 12:00) 
テーマⅠ：「強化学習とその応用」 
しくみ情報系領域 准教授 倉重 健太郎 
最近技術動向(13:15 ～ 14:45) 
テーマⅡ：「日本の人口減少社会をどう生きるか‟ 世界を知って、変わろう北海道”」 
(株)ＭＨＰＳコントロールシステムズ スペシャルエキスパート(工学博士) 黒石 卓司 
【討 議】 
日常的な技術課題(15:00 ～ 17:15) 
テーマⅠ：「特殊センサーの悩み」 
テーマⅡ：「老巧化設備の更新について」 
日  時：平成27年8月6日(木) 10:45 ～ 17:15  





日  時：平成27年7月9日(木) 、10日(金)  
場  所：岩手大学 工学部 
参加者：11名(桃野正先生 他) 、参加団体：10団体 
②第2回金型に関する勉強会＆情報交換会 
テーマ：地域ものづくり産業強化事業の実施状況 
日  時：平成27年10月19日(月) 13:30 ～15:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
参加者：12名(桃野正先生 他) 
③第3回金型に関する勉強会＆情報交換会 
日  時：平成28年2月26日(金) 13:30 ～16:30 





 テーマ：イノベーション ー その始まり、現在、未来 ー 
北海道大学 産学・地域協働推進機構 特任教授 荒磯 恒久  
日  時：平成27年4月15日(水) 15:30 ～ 18:00  
参加者：20名 
②主 催：HiNT運営協議会 
日  時：平成27年5月19日(火) 10:00 ～ 12:00  
参加者：18名 
③主 催：HiNT 連絡会・セミナー 
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 テーマ：胆振地域の水産物輸出の可能性と鮮度保持などの課題について 
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美  
日  時：平成27年5月27日(水) 15:30 ～ 18:00  
参加者：18名 
④主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年6月17日(水) 15:30 ～ 18:00  
参加者：9名 
⑤主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年7月16日(木) 15:30 ～ 18:00  
参加者：8名 
⑥主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年9月15日(火) 16:30 ～ 17:00             
参加者：9名 
⑦主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年10月28日(水) 15:30 ～ 16:30  
参加者：8名 
⑧主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年11月18日(水) 15:30 ～ 16:30                         
参加者：9名 
⑨主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成27年12月16日(水) 15:30 ～ 16:30  
参加者：8名           
⑩主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成28年1月7日(木) 15:30 ～ 16:30  
参加者：8名 
⑪主 催：HiNT運営協議会 
 日  時：平成28年3月22日(木) 15:30 ～ 16:30  
参加者：8名 
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
(2)産学交流プラザ「創造」(12 回) 
①企業見学・事業紹介(質疑・意見交換会) 
日  時：平成27年4月21日(火) 15:30 ～ 18:00 
場  所：(株)今野鉄工所 
参加者：29名 
②第 1回役員会 
日  時：平成27年5月12日(火) 13:30 ～ 15:30 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
参加者：10名 
③総会・交流会 
日  時：平成27年5月20日(水) 17:30 ～ 19:00 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市)  
参加者：35名 
④第 2回役員会 
日  時：平成27年6月3日(水) 14:00 ～ 16:30 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
参加者：10名 
⑤第 3回役員会・定例会(意見交換会(小水力発電プロジェクトについて等)) 
日  時：平成27年6月22日(月) 16:00 ～ 20:00 
場  所：かめや 
参加者：32名 
⑥定例会(事業紹介((株)スガテック)) 
日  時：平成27年8月25日(火) 17:00 ～ 20:00 
場  所：(株)スガテック：かめや 
参加者：26名 
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⑦日  時：平成27年9月15日(火) 10:00 ～ 11:00 
場  所：蘭東下水処理場 
参加者：15名 
⑧定例会(企業見学(栽培水産試験場＆Ｍランド)) 
日  時：平成27年9月29日(火) 15:00 ～ 19:00 
場  所：室蘭栽培水試：かめや 
参加者：19名 
⑨他地域企業視察会(札幌、石狩方面) 
日  時：平成27年10月21日(水) 8:00 ～ 22日(木) 17:00 





日本品質保証機構 吉田  忠 
日  時：平成27年11月9日(月) 17:00 ～ 19:30 
場  所：かめや 
参加者：17名 
⑪室蘭市市議会 経済建設常任委員会との懇談会 
日  時：平成27年11月16日(月) 10:15 ～ 12:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
参加者：15名 
⑫第 4回役員会 
日  時：平成28年2月10日(火) 15:00 ～ 19:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
参加者：10名 
(3)蘭参会(名刺交換会)(4回) 
①日  時：平成27年5月26日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：120 名 
②日  時：平成27年8月18日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：124 名 
③日  時：平成27年11月24日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：124 名 
③日  時：平成28年3月22日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：125 名 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
(4)北海道立総合研究機構との包括連携に関する会議およびシンポジウム(3 回) 
①協議会 
日  時：平成 27年 4月 24日(金) 9:00 ～ 17:30 
場  所：(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場(札幌市) 
参加者：10名 
②北海道立総合研究機構・栽培水試との意見交換会 
日  時：平成 27年 11 月 9日(月) 13:15 ～ 16:00 






日本クジライルカウォッチング協議会会長 写真家・海洋生物調査員 笹森 琴絵 
【講演】 
演 題Ⅰ：「建設材料工学の水産・海洋問題への貢献の可能性」 
くらし環境系領域 教授 濱  幸雄 
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演 題Ⅱ：「室工大とともにさらなる水産業への貢献を目指して」 
北海道立総合研究機構 栽培水産試験場 調査研究部 部長 佐々木 正義 
日  時：平成 27年 11 月 30 日(月) 13:30 ～ 16:00 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：120 名 
 (5)コラボ産学官(総会等、理事会)(2 回)  
①第 7回本部通常総会および第 7回通常総会記念講演会 
日  時：平成 27年 6月 19日(金) 14:30 ～ 19:00 
場  所：コラボ産学官 プラザ in Tokyo(朝日信用金庫(東京都台東区)) 
参加者：総会 49名、講演会 87 名 
②第 10回本部常任理事会および第 13 回本部理事会合同会議 
日  時：平成 28年 3月 25日(木) 15:00 ～ 18:00 
場  所：コラボ産学官 プラザ in Tokyo(朝日信用金庫(東京都台東区)) 
参加者：22名 
(6)全道産学官ネットワーク推進協議会 
①日  時：平成 27 年 10月 26 日(月) 13:30 ～ 19:00 
場  所：北海道大学フード＆メディカルイノベーション国際拠点 
参加者：64名 
(7)北海道産学官プラットフォーム旭川 
①日  時：平成 27 年 11月 19 日(木) 13:30 ～ 17:30 
場  所：ホテルラッソグランデ旭川(旭川市） 
参加者：37名 
(8)客員教授による地域共同研究開発センター活動支援会議 
①日  時：平成28年2月15日(月) 15:00 ～ 17:00  
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：5名 
 (9)コーディネーター会議(1 回/2ヶ月)(8 回)および室蘭テクノセンター理事会 
①日  時：平成 27 年 5月 19 日(火) 15:00 ～ 16:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
②日  時：平成 27 年 6月 23 日(火) 15:00 ～ 16:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
③日  時：平成 27 年 7月 29 日(水) 16:00 ～ 16:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
④日  時：平成 27 年 8月 26 日(火) 13:00 ～ 14:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
⑤日  時：平成 27 年 9月 30 日(水) 16:00 ～ 17:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
⑥日  時：平成 27 年 10月 28 日(水) 16:00 ～ 17:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
⑦日  時：平成 27 年 12月 16 日(水) 16:00 ～ 17:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
⑧日  時：平成 28 年 1月 25 日(月) 11:00 ～ 12:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
⑨日  時：平成 28 年 3月 22 日(水) 11:00 ～ 12:00 
場  所：(公財)室蘭テクノセンター 
参加者：7 ～ 10名  
(10)オープンイノベーション推進協議会 
日  時：平成27年4月22日(水) 14:00 ～ 16:50  
場  所：品川インタへシティホール 
(11)その他会議、連絡会(3回) 
  ①第二回室蘭創業支援ネットワーク会議 
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日  時：平成27年7月1日(金) 14:00 ～ 16:00 
場  所：ホテルサンルート室蘭 
参加者：22名(桃野正先生 他) 
 ②北海道中小企業応援ファンド説明会 
   北海道中小企業総合支援センター  
日  時：平成27年8月31日(月) 13:00 ～  14:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：4名(那須、桃野正 他) 
③北のものづくり総合技術検討会(会議) 
日  時：平成27年7月17日(金) 17:45 ～ 19:35  
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
出  席：15名 
6.各種展示会への出展(5件) 
(1)北洋銀行ものづくりテクノフェア 2015 
  パネル展示等 (本学関係分) 
「加圧水型 DCHE方式地熱発電と材料開発」 
環境エネルギーシステム材料研究機構(OASIS) 機構長 香山  晃 
 「複合環境評価法による先進材料開発ーFEEMA計画」 
環境エネルギーシステム材料研究機構(OASIS) 機構長 香山  晃 
「周波数引き込み（同期）現象を利用した制御技術理論構築およびその応用」 
しくみ情報系領域 准教授 梶原 秀一 
「魔法の粉【貝殻ナノパウダー】」 
くらし環境系領域 准教授 山中 真也 
「ニオイ情報による携帯型ニオイセンシングシステムの開発」 
ひと文化系領域 准教授 上村 浩信 















日  時：平成27年7月23日(木) 10:00 ～ 17:00  
場  所：アクセスサッポロ(札幌市) 
参加者：約 4,400名 参加企業：209社・団体 
 (2)ビジネスEXPO「第29回北海道 技術・ビジネス交流会」 
パネル展示等 (本学関係分) 
 「連続繊維（FRP）板の接着による水中・海中コンクリート構造物の補修補強工法の開発」 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
 「アスファルト舗装のマイクロ波加熱」 
しくみ情報系領域 教授 鏡   愼 
 「プラスチック」を超えた羊毛が生み出す高機能材料」 
環境調和材料工学研究センター長・ もの創造系領域 教授 平井 伸治 
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 「シソが認知症を予防しそう！～抗アルツハイマー剤の新規微量探索システム」 
くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝 
くらし環境系領域 准教授 上井 幸司 
「銅酸化物高温超伝導体 Bi2Sr2Ca1-xDyxCu2O8+d の超伝導エネルギーギャップに対する Dy添加効果」 
もの創造系領域 准教授 桃野 直樹 
主  催：北海道 技術・ビジネス交流会 実行委員会 
日  時：平成 27年 11 月 5日(木) 10:00 ～ 17:30、6日(金) 9:30 ～ 17:00 
場  所：アクセスサッポロ(札幌市) 
参加者：20,665 名  
 (3)イノベーション・ジャパン 2015 (～大学見本市＆ビジネスマッチング～)  
  パネル展示等 (本学関係分) 
「プラスチック」を超えた羊毛が生み出す高機能材料」 
環境調和材料工学研究センター長・ もの創造系領域 教授 平井 伸治 
 「シソが認知症を予防しそう！～抗アルツハイマー剤の新規微量探索システム」 
くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝 
日  時：平成 27年 8月 27日(木) 10:00～17:30、28日(金) 10:00～17:00  
場 所：東京ビックサイト 東京国際展示場(東京都)  




くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝 
  魔法の粉「貝殻ナノパウダー」 
くらし環境系領域 准教授 中山 真也 
日  時：平成 27年 11 月 4日(水) 10:00～17:30 ～ 7日(土) 10:00～17:00  
場 所：ポートメッセナゴヤ(名古屋市港区金城ふ頭二丁目 2 番地) 
参加者：4日(15,616名)、5 日 17,236名)、6 日(18,704 名)、7日 12,246名)合計 63,802名 
(5)展示会出展助成事業(3件)(｢展示会出展助成事業｣) 
①出展研究シーズ名：超音波振動アクチュエーション 
展示会名：TECNO-FRONTIER 2015  第 24回モーションエンジニアリング展 
申請教員：しくみ情報系領域 教授 青柳 学 
日  時：平成 27年 5月 20日(水)～22日(金) 
場  所：幕張メッセ ４～８ホール(〒261-0023 千葉市美浜区中瀬 2-1) 
②出展研究シーズ名：北洋ものづくりテクノフェア 2015 
展示会名：共同研究発掘フェア in 北洋ものづくりテクノフェア 2015 
申請教員：ひと文化系領域 准教授 上村 浩信 
日  時：平成 27年 7月 23日(木) 





申請教員：くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝 
日  時：平成 27年 8月 27日(木) ～ 28日(金) 





日  時：平成27年7月29日(水) 16:30 ～ 21:00  
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場  所：苫小牧経済センター 
参加者：20名 
(2)技術移転フォーラム 2015「工業試験場成果発表会」 
(北海道立総合研究機構 工業試験場 成果発表会) 
日  時：平成 27年 5月 18日(月) 12:00 ～ 17:00 
場  所：ホテル札幌ガーデンパレス 2階 
(3)北海道医療福祉産業研究会(3件) 
①北海道医療福祉産業研究会セミナー 
日 時：平成 27年 6月 24日(水) 18:00 ～ 19:30 
場 所：札幌市立大学サテライトキャンパス(札幌市) 
②北海道医療福祉産業研究会セミナー 
日 時：平成 27年 9月 29日(火) 16:00 ～ 18:00 
場 所：札幌市立大学サテライトキャンパス(札幌市) 
③北海道医療福祉産業研究会セミナー 
日 時：平成 28年 2月 4日(木) 16:00 ～ 18:00 
場 所：札幌市立大学サテライトキャンパス(札幌市) 
8.広報 
(1)定期刊行物(平成 28年 3 月)(2件) 
①研究報告 №26 
②センターニュース №29 
(2)学内講義棟での展示(16名/2ヶ月) 
  
 
 室蘭工業大学
